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一

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
全
国
各
地
の
「
静
御
前
」
伝
承
を
取
り
上
げ
、
い

か
に
伝
説
が
地
域
社
会
に
根
ざ
し
、
歴
史
の
中
で
展
開
さ
れ
て
き
た
か
を

追
究
し
て
き
た
。
様
々
な
分
野
で
見
出
さ
れ
る
多
様
な
静
御
前
像
に
つ
い

て
考
察
を
重
ね
る
中
で
、
そ
の
印
象
が
語
ら
れ
る
時
、「
賢
く
」「
し
と
や

か
で
」「
忍
耐
強
く
」「
芯
の
強
い
」
女
性
、
と
形
容
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る

の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
「
静
」
と
い
う
音
義
か
ら
発
せ
ら
る
面
が
強
い
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
、
文
芸
を
繙
く
と
必
ず
し
も
「
お
と
な
し
い
」

場
面
が
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
夜
襲
を
か
け
ら
れ
た
源
義
経
の

窮
地
を
救
っ
た
「
堀
川
夜
討
」
で
描
か
れ
る
静
御
前
の
「
長
刀
を
持
ち
、

振
り
回
す
」
姿
は
強
い
印
象
を
与
え
、
ま
た
芸
能
や
絵
画
な
ど
視
覚
で
捉

え
や
す
い
表
現
に
お
い
て
顕
著
と
い
え
る
。
静
御
前
を
音
だ
け
で
捉
え
た

の
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
姿
は
出
て
こ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
民
衆
が
受
け

入
れ
、
定
着
し
納
得
さ
せ
る
根
拠
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
文
芸
や
伝
説
の
物

語
性
は
膨
ら
む
。

　

伝
説
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
て
、
何
を
反
映
し
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
だ
ろ
う
か
。
人
々
の
心
理
心
情
が
い
か
な
る
も
の

か
を
窺
う
こ
と
は
、
あ
る
事
件
を
受
け
止
め
る
各
時
代
毎
の
庶
民
の
歴
史

認
識
を
追
究
す
る
こ
と
に
値
し
よ
う
。

　

今
回
は
、
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
伝
説
研
究
の
新
潮
流
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
下
、「
静
御
前
」
と
い
う
固
有
名
詞
を
軸
に
伝
説
の
様
相
を
文
芸
か

ら
捉
え
、
武
勇
の
静
御
前
伝
承
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
伝
説
に
お
け
る

視
覚
的
要
素
の
意
義
、
伝
説
の
変
遷
を
辿
る
中
で
見
ら
れ
る
歴
史
認
識
に

つ
い
て
、
発
表
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
尚
、
詳
細
な
論
考
は
ま
た
別
の

機
会
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

　
「
堀
河
夜
討
」
は
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
事
件
で
あ
る
。
源
頼
朝
の
命
を
受

け
た
土
佐
坊
昌
俊
が
義
経
宅
を
襲
っ
た
と
、『
吾
妻
鑑
』「
文
治
元
年
十
月

十
七
日
」
の
条
に
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
静
御
前
の
記
述
は
な
く
、
当

日
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、『
平
家
物
語
』『
義
経
記
』
等
軍
記
物

語
で
は
、
静
御
前
は
機
転
を
利
か
せ
、
機
敏
な
行
動
で
義
経
の
危
難
を
救

う
。
こ
の
賢
明
で
勇
気
あ
る
印
象
が
、
表
象
に
お
け
る
「
勇
ま
し
さ
」
に

変
容
す
る
。
例
え
ば
、『
本
朝
女
二
十
四
孝
』
等
近
世
の
教
訓
書
で
は
「
主

を
助
け
る
理
想
的
な
女
性
」
と
し
て
見
な
す
に
あ
た
り
、
静
御
前
の
武
勇

伝
を
紹
介
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
伝
説
研
究
の
新
潮
流

文
芸
の
視
点
か
ら

― 

静
御
前
伝
説
に
お
い
て 

―

内 

藤
　
浩 

誉
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静
御
前
の
戦
闘
場
面
は
、
能
『
正
尊
』（
中
世
末
期
）
の
�
打
ち
寄
せ

る
敵
を
相
手
に
静
も
切
り
払
い
」
と
い
う
詞
章
に
伴
う
形
で
武
具
を
手
に

す
る
身
振
り
か
ら
現
れ
る
。
以
降
「
長
刀
を
携
え
る
静
御
前
」
と
い
う
表

現
事
例
が
い
く
つ
か
見
出
せ
る
の
だ
が
、『
正
尊
』
で
振
り
回
す
の
は
長

刀
で
は
な
く
小
刀
で
あ
る
。
長
刀
を
抱
え
（
寛
永
版
舞
の
本
『
堀
川
夜
討
』

挿
絵
等
）、
あ
る
い
は
振
り
回
す
（
東
洋
文
庫
蔵
流
布
本
『
義
経
記
』
の

丹
緑
絵
等
）
静
御
前
像
は
寛
永
頃
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
な
り
、
時
代
が
下

る
に
つ
れ
、
浄
瑠
璃
『
義
経
千
本
桜
』『
義
経
静
人
目
千
本
』
な
ど
身
体

動
作
を
伴
う
芸
能
、
及
び
黄
表
紙
・
錦
絵
な
ど
絵
画
作
品
の
図
像
に
お
い

て
、
静
御
前
と
長
刀
が
結
び
つ
い
た
姿
が
定
着
す
る
。

　

ま
た
、
各
地
に
は
静
御
前
と
関
わ
る
長
刀
伝
説
が
窺
え
る
。
徳
川
将
軍

家
や
前
田
家
を
始
め
と
す
る
複
数
の
武
家
で
の
宝
蔵
品
、
あ
る
い
は
江
戸
・

浅
草
寺
、
紀
州
・
浄
土
寺
、
摂
津
・
尼
崎
、
淡
路
・
志
筑
神
社
等
へ
の
奉

納
品
に
、
静
御
前
の
名
は
付
随
す
る
。

　

こ
う
し
た
伝
承
の
背
景
を
鑑
み
る
に
は
、
長
刀
自
体
の
歴
史
を
窺
う
必

要
が
あ
ろ
う
。
中
世
に
お
い
て
長
刀
を
扱
う
の
は
僧
兵
で
あ
り
、
戦
場
で

の
使
用
が
主
で
あ
っ
た
。
近
世
に
な
る
と
力
の
な
い
女
性
で
も
扱
え
る
様

に
改
良
さ
れ
、
通
称
「
静
形
」
と
呼
ば
れ
る
男
長
刀
と
「
巴
形
」
と
呼
ば

れ
る
女
長
刀
が
現
れ
た
。
両
者
共
に
、
女
性
の
武
勇
性
が
名
称
の
由
来
に

な
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
、
様
々
な
流
派
が
登
場

す
る
が
、
義
経
発
明
の
方
法
を
静
御
前
が
伝
授
し
た
と
い
う
由
来
起
源
説

を
持
つ
「
静
流
」
が
現
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
実
用
に
物
語
性
が
加
わ
る
際

に
静
御
前
が
結
び
付
く
。

　

実
際
、
長
刀
は
女
性
の
護
身
用
道
具
と
し
て
武
家
の
婦
女
が
教
養
・
人

格
修
養
と
し
て
習
う
も
の
、
ま
た
婚
礼
道
具
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
物
で

あ
っ
た
。
明
治
以
降
も
子
女
の
教
養
と
し
て
習
わ
れ
、
戦
中
に
は
長
刀
体

操
な
る
も
の
が
考
案
さ
れ
た
。
戦
前
ま
で
盛
ん
で
あ
っ
た
長
刀
だ
が
、
終

戦
後
禁
止
さ
れ
て
衰
退
、
現
在
で
は
新
し
い
研
究
に
基
づ
き
な
が
ら
、
今

ま
で
と
は
異
な
る
意
義
の
下
普
及
し
て
い
る
。

　

静
御
前
と
長
刀
が
結
び
付
く
理
由
に
は
、
刀
鍛
冶
志
津
氏

（
１
）の

存
在
が
音

に
よ
っ
て
関
連
づ
け
ら
れ
る
が
、
島
津
久
基
氏

（
２
）が

説
く
よ
う
に
、
元
来
静

御
前
に
「
長
刀
」
と
結
び
つ
く
だ
け
の
武
勇
的
要
素
が
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
呪
的
威
力
を
持
つ
白
拍
子
と
い
う
本
質
を
踏
ま
え
、

武
勇
と
静
御
前
は
結
び
つ
き
、
そ
の
上
で
鍛
冶
師
が
引
き
つ
け
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

　

堀
河
夜
討
は
偶
発
的
事
件
で
あ
る
が
、
連
想
事
項
が
あ
る
故
に
、
語
り

や
表
現
に
お
い
て
多
様
性
を
持
つ
。「
静
御
前
の
長
刀
」
は
ま
さ
に
近
世

を
背
景
に
生
み
出
さ
れ
た
伝
承
の
「
事
物
（
シ
ン
ボ
ル
）」
で
あ
り
、
一

つ
の
歴
史
認
識
、
忠
義
の
象
徴
と
い
え
る
。
各
地
の
静
御
前
長
刀
伝
説
の

実
物
は
、
現
在
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
太
平
洋
戦

争
後
の
社
会
状
況
の
一
変
に
よ
り
没
収
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

戦
時
と
い
う
時
代
下
で
の
流
行
と
衰
退
の
変
遷
に
、
伝
説
も
ま
た
時
代
の

風
潮
や
思
想
に
翻
弄
さ
れ
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
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三

　

浅
草
寺
に
は
、
静
御
前
に
ま
つ
わ
る
事
物
が
二
つ
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、

浅
草
寺
蔵
の
「
静
御
前
の
長
刀
」（『
浅
草
寺
志
』『
江
戸
名
所
図
会
』『
未

刊
甲
子
夜
話
』『
遊
歴
雑
記
』
等
）。
こ
れ
は
浅
草
寺
の
鴨
居
に
掛
か
っ
て

い
た
と
い
い
、
近
世
以
降
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
現
在
行
方
は

不
明
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
江
戸
時
代
末
期
、
歴
史
画
の
確
立
で
有
名
な
菊
池
容（

３
斎）

が
、
浅
草
・
観
音
信
仰
に
基
づ
き
依
頼
し
て
き
た
願
主
に
応
え
て
描
き
話

題
に
な
っ
た
絵
馬
「
堀
河
夜
討（

４
」）
。
浅
草
と
い
う
「
地
理
・
地
域
性
」
と
「
堀

川
夜
討
」
の
結
び
つ
き
は
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
が
、
歴
史
画
の
萌
芽
に

お
い
て
果
た
し
た
菊
池
容
斎
の
意
識
や
役
割
、
歴
史
画
を
取
り
巻
く
時
代

状
況
は
一
考
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

更
に
、「
目
に
す
る
」
と
「
語
る
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
留
意
し
た
い
。

長
刀
や
絵
馬
を
観
た
人
々
が
何
を
感
じ
、
ど
う
語
る
の
か
。
つ
ま
り
、
頭

の
中
で
映
像
化
し
て
言
葉
で
発
す
る
に
あ
た
り
、
視
覚
的
印
象
は
そ
の
人

物
像
の
形
成
や
話
題
性
に
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
伝
説

の
三
要
素
の
一
つ
「
事
物
が
伴
う
」
と
い
う
条
件
は
、
視
覚
的
要
素
を
含

む
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
未
完
甲
子
夜
話
』
に
は
、
筆
者
・
松
浦
静
山

が
浅
草
寺
の
こ
の
絵
馬
を
実
際
に
見
た
い
と
熱
望
す
る
様
子
が
記
述
さ
れ

る
。
事
物
を
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
納
得
す
る
と
い
う
心
情
が

働
く
点
は
、
見
逃
せ
ま
い
。
そ
し
て
、
事
物
を
前
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
件
（
事
実
）
そ
の
も
の
に
留
ま
ら
ず
想
像
力
を
加
え
つ
つ
一
つ
の
歴
史

認
識
に
則
っ
て
、
人
々
は
事
件
を
語
り
、
伝
説
も
ま
た
生
成
さ
れ
る
と
窺

え
る
。

　

静
御
前
の
特
性
の
一
つ
は
、「
白
拍
子
」
と
い
う
職
能
、
つ
ま
り
舞
踊

で
視
覚
的
に
表
現
で
き
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、
伝
承
生
成
に
お

い
て
も
奥
深
さ
・
幅
広
さ
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味

に
お
い
て
も
、
作
画
に
お
い
て
意
図
を
持
た
せ
る
絵
師
と
い
う
存
在
、
画

壇
の
主
流
傾
向
は
軽
視
で
き
な
い
。

四

　

文
芸
に
現
れ
る
武
勇
の
静
御
前
像
は
、
歴
史
事
件
と
結
び
付
い
た
物
語

の
中
で
発
展
し
、
時
代
を
反
映
す
る
伝
説
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
伝
説
は
、

過
去
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
も
、「
現
在
」「
現
場
」
の
意
識
が
ま
と
わ
り
つ

き
生
成
土
壌
と
な
る
風
土
性
と
変
遷
過
程
の
時
代
性
が
絡
む
こ
と
に
よ
っ

て
創
出
さ
れ
、
そ
の
時
・
場
に
居
る
人
々
と
共
に
生
き
て
い
る
。
今
を
顧

み
未
来
志
向
を
併
せ
持
つ
故
に
、
表
出
す
る
歴
史
認
識
、
伝
説
が
内
包
す

る
視
点
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
伝
説
の
変
遷
を
辿
る
意
義
が
あ

ろ
う
。

　

ま
た
、
伝
説
は
耳
口
で
交
わ
さ
れ
る
言
葉
で
構
築
さ
れ
る
世
界
で
あ
り

な
が
ら
、
象
徴
と
な
る
べ
き
「
事
物
」
を
伴
う
点
に
、
視
覚
に
訴
え
る
要

素
も
求
め
て
い
る
。
視
覚
が
得
る
情
報
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
二
つ
の

「
そ
う
ぞ
う
（
想
像
・
創
造
）」
が
耳
と
口
の
表
現
に
刺
激
を
与
え
る
、
そ
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し
て
何
ら
か
の
共
感
・
共
通
意
識
を
共
有
す
る
一
手
段
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
、
伝
説
の
研
究
に
お
い
て
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
音
義
に

よ
る
発
想
・
連
想
と
共
に
、
注
視
し
た
い
こ
と
で
あ
る
。

注（
１
）
鎌
倉
末
期
、相
州
正
宗
の
弟
子
で
十
哲
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
初
代
・

志
津
三
郎
兼
氏
（
包
氏
）
が
美
濃
国
多
芸
郡
志
津
に
移
住
、
そ
の

後
門
弟
が
直
江
に
移
り
、
直
江
志
津
と
称
し
た
。

（
２
）
島
津
久
基
『
義
経
伝
説
と
文
学
』
一
九
三
五　

明
治
書
院　

（
３
）
一
七
八
八
～
一
八
七
八
。
狩
野
派
の
画
法
を
学
び
、
有
職
故
実
・

大
和
絵
の
研
究
を
行
う
。
考
証
重
視
・
写
実
主
義
に
基
づ
き
な
が
ら
、

内
外
の
史
実
を
流
派
・
技
法
の
別
な
く
扱
う
新
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

「
歴
史
画
」
を
確
立
、
明
治
期
に
活
躍
し
な
が
ら
も
そ
の
後
近
代
日

本
画
史
に
埋
も
れ
た
画
家
で
あ
る
。
上
古
か
ら
中
世
の
忠
臣
・
烈

婦
を
肖
像
化
し
略
伝
を
付
し
た
『
前
賢
故
実
』
十
巻
（
十
一
年
の

歳
月
を
か
け
天
保
七
年
に
完
成
、
明
治
元
年
刊
行
）
は
、
当
時
流

行
し
、
俊
英
た
ち
の
多
く
が
手
本
・
引
用
と
し
た
。

（
４
）『
浅
草
寺
絵
馬
扁
額
調
査
報
告
』
一
九
九
〇　

浅
草
寺
絵
馬
調
査
団

　

（
な
い
と
う
・
ひ
ろ
よ
／
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
）

一
、
歴
史
、
伝
説
、
主
体
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　

伝
説
に
は
主
体
構
築
の
機
能
を
も
ち
、
そ
れ
を
通
じ
て
歴
史
を
つ
く
り

だ
す
も
の
が
あ
る
。
伝
説
の
語
り
は
、
暗
示
や
仄
め
か
し
を
通
じ
て
主
体

に
迫
り
、
そ
の
感
情
に
訴
え
て
く
る
。
伝
説
が
「
真
実
」
と
し
て
信
じ
ら

れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
集
団
の
歴
史
を
語
る
伝
説
や
、

特
定
の
血
筋
や
家
筋
の
由
来
を
語
る
伝
説
は
、
諸
個
人
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
歴
史
意
識
を
付
与
し
て
、
集
団
に
従
属
す
る
主
体
を
構
築
す
る
。

む
ろ
ん
、
創
ら
れ
る
の
は
自
発
的
に
語
る
力
を
も
つ
主
体
な
の
だ
が
、
こ

の
語
り
手
は
（
私
も
）
彼
を
と
り
ま
く
社
会
的
状
況
や
、（
先
行
す
る
語

り
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
）
想
像
的
な
歴
史
か
ら
の
制
約
を
受
け
て
い

る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、主
体
は
サ
バ
ル
タ
ン
性（
従
属
性
）を
回
避
で
き
な
い
。

主
体
は
決
し
て
、
政
治
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
経
済
、
歴
史
、
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
、言
語
な
ど
の
要
素
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
（
ス

ピ
ヴ
ァ
ッ
ク　

一
九
九
八
）
か
ら
で
あ
る
。

　

主
体
／
「
固
有
名
詞
」
の
歴
史
を
描
出
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
の
諸

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
伝
説
研
究
の
新
潮
流

歴
史
の
視
点
か
ら

―
「
山
賊
」の
伝
説
と
そ
の「
系
図
」の
創
出 

―

佐 

藤
　
喜 

久 

一 

郎


